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10 2025（令和7年）

国　税／�9月分源泉所得税の納付� 10月10日
国　税／�特別農業所得者への予定納税基準額等の通知

� 10月15日
国　税／�8月決算法人の確定申告�

� （法人税・消費税等） 10月31日
国　税／�2月決算法人の中間申告� 10月31日
国　税／�11月、2月、5月決算法人の消費税等の中間

申告（年3回の場合）� 10月31日
地方税／�個人住民税第3期分の納付�

� 市区町村の条例で定める日
労　務／�労働者死傷病報告（7月〜9月分）�10月31日
労　務／�労災の年金受給者の定期報告
� （7月〜12月生まれ） 10月31日
労　務／�労働保険料第2期分の納付� 10月31日
� （労働保険事務組合委託の場合は11月14日）

　ペポル（Peppol）とは、インボイスなどの電
子文書をネットワーク上でやり取りするため
の国際標準規格です。ペポルインボイスに対
応した会計ソフト等を利用する場合、取引先
の会計ソフト等がペポルの規格に対応してい
れば、異なるシステム間でもインボイスの送
受信や自動処理を行うことができます。

ワンポイント ペポルインボイス

10 月 の 税 務 と 労 務10月（神無月）OCTOBER

13日・スポーツの日

コキア
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10 月号─2

　

一
般
に
、
企
業
が
取
る
べ
き
一
番

良
い
行
動
は
、
相
手
の
行
動
に
よ
っ

て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

相
手
の
出
方
を
予
想
し
て
、
自
分
の

取
る
べ
き
行
動
を
選
ぶ
必
要
性
が
出

て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
相
互
関
係
の
中
で
何

が
起
こ
る
か
を
分
析
す
る
の
が「
ゲ
ー

ム
理
論（
経
済
理
論
）」で
す
。
通
常
、

ゲ
ー
ム
の
状
況
で
は
、
相
手
と
自
分

の
駆
け
引
き
と
な
り
、
分
析
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
ゲ
ー
ム

理
論
を
学
ぶ
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　

多
額
の
お
金
が
絡
む
企
業
間
競
争

で
は
、多
く
の
人
が
知
恵
を
絞
っ
て
、

利
潤
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

行
動
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

以
下
で
は
、
経
済
分
析
に
使
わ
れ

て
い
る
ゲ
ー
ム
理
論
の
一
つ
の
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

１　
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
問
題
と
は

１　
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
問
題
と
は

　

取
引
場
面
で
は
、
次
の
よ
う
な
状

況
が
よ
く
起
き
ま
す
。

①　

組
立
メ
ー
カ
ー
・
A
社
が
新
製

品
を
開
発
。
そ
の
製
品
に
は
特
殊

な
部
品
が
必
要
で
、
A
社
は
作
れ

ま
せ
ん
。

　
　
　

㆘

②　

部
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
企

業
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
製

作
に
は
特
殊
な
機
械
設
備
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
部
品
メ
ー
カ
ー
・

S
社
に
発
注
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
　

㆘

③　

S
社
は
、
受
注
す
る
と
な
る
と

９
０
０
０
万
円
の
設
備
投
資
が
必

要
で
す
。

　
　
　

㆘

④　

A
社
は
１
１
０
円
／
個
、
１
０

０
万
個
の
発
注
を
S
社
に
提
示
。

S
社
は
１
０
０
０
万
円
の
利
益
が

見
込
め
ま
す
。

　
　
　

㆘

⑤　

S
社
は
い
っ
た
ん
部
品
の
生
産

に
か
か
る
と
、
こ
の
部
品
は
他
の

企
業
に
は
売
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　

㆘

⑥　

そ
の
後
、
A
社
は
部
品
を
50
円

に
値
下
げ
要
求
。
こ
の
場
合
、
S

社
は
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
価
格
で
は
投
下
し

た
費
用
は
十
分
に
回
収
で
き
ず
、

S
社
の
利
益
は
マ
イ
ナ
ス
に
な

り
ま
す
。

　

取
引
に
お
い
て
こ
の
種
の
問
題
は

よ
く
あ
り
、
ゲ
ー
ム
理
論
の
一
つ

「
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
問
題
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ

と
は
、「
手
を
上
げ
ろ
」
と
い
う
西

部
劇
で
拳
銃
を
突
き
付
け
て
言
う
セ

リ
フ
で
す
。「
他
社
に
代
替
的
な
も

の
と
し
て
販
売
が
で
き
な
い
と
き
、

い
っ
た
ん
取
引
契
約
を
結
ん
だ
ら
、

引
き
返
す
こ
と
が
難
し
く
、
相
手
に

好
き
な
よ
う
に
さ
れ
て
し
ま
う
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
問
題
を
図
で
示

し
ま
す
。【
左
頁
図
】
は
、
そ
の
見

た
目
か
ら「
ゲ
ー
ム
の
木
」と
い
わ
れ
、

時
間
を
通
し
て
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
る

場
合
に
使
わ
れ
ま
す
。
図
は
左
か
ら

右
へ
進
行
し
ま
す
。

　

分
岐
点
は
、そ
れ
ぞ
れ
あ
る
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
意
思
決
定
を
示
し
、
分
岐
し

て
い
る
枝
は
、
そ
こ
で
の
行
動
の
選

択
肢
を
表
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
最
初
の
分
岐
点
は
、
部

品
メ
ー
カ
ー
が
「
つ
く
る
＝
投
資
す

る
」
か
、「
つ
く
ら
な
い
＝
投
資
し

な
い
」か
の
二
択
で
す
。

　

二
度
目
か
ら
の
行
動
に
お
い
て
も
、

選
択
肢
は
そ
の
分
岐
点
に
お
け
る
戦

略
を
表
し
ま
す
。
矢
印
の
先
が
ゲ
ー

ム
の
終
着
点
で
、
そ
の
結
果
に
対
応

す
る
利
得
の
組
み
合
わ
せ
を
示
し
ま

す
。

　

な
お
、【
図
】
の
最
終
点
で
部
品

メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
た
場
合
、
部
品

メ
ー
カ
ー
が
マ
イ
ナ
ス
５
０
０
０
万

円
、
組
立
メ
ー
カ
ー
が
プ
ラ
ス
２
０

０
０
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
プ

ラ
ス
２
０
０
０
万
円
の
数
字
は
仮
定

の
数
字
で
あ
る
と
お
考
え
下
さ
い
。

２　
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
問
題
の
解
決

２　
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
問
題
の
解
決

　

会
社
間
契
約
で
は
、
起
こ
り
得
る

全
て
の
状
況
を
記
述
で
き
な
い
、
と

い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
（
不
完
備
契

約
）。

　

こ
の
こ
と
か
ら
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ

問
題
の
解
決
で
は
、
契
約
の
内
容
を

ホールドアップ問題ホールドアップ問題
～自動車産業を例として～～自動車産業を例として～



3─10月号

あ
ら
か
じ
め
確
定
す
る
の
で
は
な
く
、

状
況
の
変
化
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か
と
い
う
ル
ー
ル
を
決
め

て
お
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、

◎　

需
要
の
変
化
に
よ
る
リ
ス
ク
を

誰
が
負
担
す
る
か
？

◎　

投
資
し
た
固
定
費
の
負
担
が
あ

る
が
、
製
品
の
価
格
変
動
に
よ
る

リ
ス
ク
は
部
品
メ
ー
カ
ー
が
負
担

す
る
の
か
？
組
立
メ
ー
カ
ー
に
な

る
の
か
？

等
で
す
。

　

日
本
の
自
動
車
産
業
に
お
け
る
継

続
取
引
に
関
す
る
研
究
で
は
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
が
部
品
メ
ー
カ
ー
に
対

し
て
価
格
変
化
を
認
め
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、

①　

原
材
料
価
格
の
変
化
の
場
合
…

転
嫁
が
認
め
ら
れ
る

②　

人
件
費
が
高
騰
す
る
場
合
…
転

嫁
が
認
め
ら
れ
な
い

③　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
上
昇
す
る

場
合
…
転
嫁
が
認
め
ら
れ
な
い

　

つ
ま
り
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、

部
品
メ
ー
カ
ー
が
価
格
転
嫁
の
費
用

原
因
を
証
明
で
き
る
か
否
か
を
判
断

基
準
に
す
る
（
人
件
費
は
内
部
要
因

の
問
題
で
分
か
ら
な
い
）
と
分
析
し

て
い
ま
す
。

３　
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と

３　
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と

米
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
比
較

米
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
比
較

　

米
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
原

材
料
の
調
達
、
部
品
、
完
成
品
ま
で

全
て
自
社
で
生
産
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
一
方
、日
本
は
、部
品
メ
ー

カ
ー
と
の
長
期
的
取
引（
企
業
グ
ル
ー

プ
）で
、
生
産
し
ま
す
。

　

日
本
と
米
国
を
大
雑
把
に
比
較
す

る
と
、
１
９
６
９
年
と
１
９
８
０
年

の
従
業
員
１
人
当
た
り
の
生
産
台
数

は
、
ト
ヨ
タ
が
39
・
７
台
→
68
・
９

台
、
日
産
が
25
・
５
台
→
50
・
５
台

へ
と
大
き
く
上
昇
。
こ
れ
に
対
し
て
、

大
型
車
を
中
心
と
す
る
米
国
の

G
M
は
、
９
・
０
台
→
９
・
５
台
、

フ
ォ
ー
ド
が
11
・
１
台
→
10
・
１
台

と
小
幅
な
変
化
で
す
。

　

ま
た
、
労
働
装
備
率
（
従
業
員
１

人
当
た
り
の
設
備
投
資
額
）
で
は
、

ト
ヨ
タ
が
１
９
６
９
年
の
９
３
７
万

円
か
ら
１
９
８
０
年
に
２
９
１
６
万

円
、
日
産
が
6
5
3
万
円
→
２
０

４
４
万
円
と
ほ
ぼ
３
倍
以
上
。
こ
れ

に
対
し
て
、
G
M
５
７
６
万
円
→

５
５
９
万
円
、
フ
ォ
ー
ド
８
８
９
万

円
→
８
２
４
万
円
で
す
。

　

日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
強
さ

が
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。

Ｓ社とＡ社の損益

【図】ホールドアップ問題　ゲームの木
部品メーカーＳ社　－5,000 万円
組立メーカーＡ社　　2,000 万円

Ｓ社

Ｓ社

Ａ社

つくらない

投資する

値下げ要請

Ｓ社０円　Ａ社０円

Ｓ社 1,000 万円　Ａ社 200 万円

Ｓ社－9,000 万円　Ａ社０万円

生産する

生産しない

〈図の前提条件〉
・総費用＝9,000万円＋1,000万円＝10,000万円
・変動費　1,000万円
・平均費用　100円
・平均可変費用　10円

⑴　価格が110円だとするとS社の収入は
　　110円×100万個＝11,000万円
　　よって利益は1,000万円
⑵　価格が50円だとするとS社の収入は
　　50円×100万個＝5,000万円
　　よって利益は－5,000万円
⑶　A社は当初200万円の利益を見込んでの発注
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　日本人の現金志向は、社会構造や経済状
況、人々の心理に深く根ざした現象です。
キャッシュレス化について、次のような点
があげられます。
１　現金好きの理由
⑴　長年の慣れ
　　歴史的に現金決済が中心で、日常に深
く浸透している。幼い頃から現金のやり
取りに触れ、便利さを実感してきた世代
は、キャッシュレス決済に抵抗感がある。

⑵　安心感
　　銀行口座やクレジットカードの残高を
気にしなくても、必要な金額が常に手元
にある安心感は、不安定な経済の中で大
きな意味を持つ。

　　また、現金を使用することで、消費の
抑制や計画的な支出を意識しやすくなる。

⑶　キャッシュレス化のコスト、不信感
　　キャッシュレス決済は様々な手数料、

システムトラブルによる決済失敗のリス
クも発生。個人情報の観点からも、現金
は信用性を保ちやすい手段である。
２　日本のキャッシュレス決済普及の課題
とメリット
⑴　キャッシュレス決済が進まない理由
◎　乱立状態（キャッシュレス決済サービ
スが多い）
◎　店舗側にとって異なる決済手段の契
約や会計処理は煩雑

⑵　キャッシュレス普及のメリット
◎　現金決済のインフラコスト削減（例
えば、千円札は平均2年の寿命で、こ
れらによるコストは年間2.8兆円と推
計）
◎　店舗の業務効率化（人手不足対応を
含む）　
◎　消費者の利便性が大きく向上
　　キャッシュレス化で得られた利用履
歴に基づいて、商品・サービス改善に
生かし、消費者一人ひとりに適したサー
ビスが提供される。

現金とキャッシュレス

　一般的に「経営力」とは、会社を成長させ、
存続させていくために経営者が持つさまざ
まな能力であると言われています。
　昨年亡くなられた自動車メーカー・スズ
キ㈱の鈴木相談役は、ある対談の中で、経
営者に必要な能力は決断力とか行動力など
というものもあるが、「倒産するかも知れ
ない」という「感覚」を持っていることが「経
営力」ではないかと発言しています。
　経営そのものは「生き抜く」ことである
から、「倒産するかも知れない」という危
機感をいかに価値へと向上させ、会社全体
や社員をそこへ向かわせていくことが必要
ではないか、また、危機に直面した時に必
要なのがトップダウンである。
　その上で、トップダウンはトップが号令
するのではなく、トップが現場に降りて行
き、そこで具体的にものを見て、より良い
方法があることを現場の人たちと作り上げ
ていくことだ、と言っています。

経営力とは　「
短
期
で
絶
対
儲
か
る
」、「
他
に

は
な
い
特
別
な
金
利
を
あ
な
た
だ
け

に
」
な
ど
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
や
複

雑
す
ぎ
る
投
資
話
の
勧
誘
に
は
、
注

意
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
話
の
中
身
は
、
金
融
商

品
の
原
則
を
逸
脱
し
た
も
の
で
す
。

金
融
商
品
の
原
則
は
、
リ
ス
ク
を
取

ら
な
い
場
合
は
得
ら
れ
る
リ
タ
ー
ン

も
低
く
な
る
（
預
貯
金
、
個
人
向
け

国
債
等
）
一
方
、
高
い
リ
タ
ー
ン
を

得
た
い
場
合
は
高
い
リ
ス
ク
を
受
け

入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
株
式
・

投
資
信
託
等
、F
X
、先
物
取
引
等
）。

　
金
融
商
品
の
取
引
で
の
鉄
則
は

◎
　
ロ
ー
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン

は
あ
り
得
な
い

◎
　
向
こ
う
か
ら
近
寄
っ
て
く
る「
今

だ
け
」「
あ
な
た
だ
け
」に
は
注
意

◎
　
万
が
一
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
適
切
な

相
手
に
相
談
す
る
こ
と
で
道
が
開

け
る

の
3
つ
で
す
。

怪
し
い
勧
誘


